すんで いますと、 さよな きどりの 歌が きこえます。 き 

いている うち、 まるで かあさんに、 ほおずりして もら 

なみだ 

うような きもちに なり ましてね、 つい 涙が でて くる 

ので ございます 〔# 「ございます」 は 底本で は 「ごさい ま 

す 匕 ご 

「これこれ、 女中 ご と、 侍従長 はいいました。 「お ま 

えに、 お 台所で しっかりした 役 をつ けて やって、 おか 

みがお 食事 をめ しあがる ところ を、 おがめる ようにし 

てあげる。 そのかわり、 その さよな きどりの いると こ 

ろへ、 あんないしても らいたい。 あの 鳥 は、 さっそく 

こんばん、 ごぜんに めされる のでな ご 



お 台所の 下ば たらき むすめが い いました。 

「鳥のと ころまで は、 まだ なかなかです わご 

こんど はかえ るが、 ぬまの 中で、 けろ けろ となき は 

じめ ました。 

せ つ きょうし 

「りっぱな こえだ ご と、 皇室 づきの 説教師が いい まし 

た。 「これ、 どこかに、 さよな きどりの こえ をき きつけ 

ました ぞ。 まるでお 寺の ちいさな かねが なる よう 

じ や ご 

「いいえ、 あれ はかえ るで ございます わご と、 お 台所 

むすめ はいいました。 「でも、 ここまで くれは、 もう じ 

き每 もき， J える でしよう。」 



こういつ ている とき、 ちょうど さよな きどりが、 な 

き はじめました。 

「ああ、 あれです ご と、 むすめ はいいました。 「ほら、 

あすこに、 とまって いるでしょう。」 

えだ 

こういって、 このむ すめ は、 むこうの 枝に とまって 

i 、■ 

いる、 灰色した ことり を、 ゆびさしました。 

「はてね ご と、 侍従長 はいいました。 「あんなよ うす 

をして いると は、 おもい も よらなかった よ。 なんてつ 

こうき 

まらない 鳥なん だ。 われわれ 高貴の ものが、 おおぜい 

は ね 

そばに きたのに おじて、 羽根の いろ もな くして しまつ 

たにち がいない ご 



るされ ました。 でかける ときには、 十二 人の めしつか 

いが ひとりひとり、 とりの あしに むすびつけた きぬい 

と を、 しっかり もって、 おとも をして 行きました。 こ 

んな ふうに してで かけた ので は、 いっこうに おもしろ 

いはず がありませんでした。 

マ J のめず らし い さよな きどりの こと は、 みや こじ ゆ 

うの ひょうばんに なりました。 そうして、 ふたりで あ 

えば、 その ひとりが、 

「氺 さよ ご と、 いうと、 あいて は、 「なき ご とこた え 

ま ^9 

* デン マ— クの 原語で は 「ナ デル (小夜)」。 



「ガ— ル (啼 鳥)」。 「ガ— ル」 に はおば かさ 

んの 意味 も ある。 

それから、 ふたり は ほっとた めいき をつ いて、 それ 

でお たがい、 わけが わかって いました。 いや、 物 売の 

こども までが、 十一 人 も、 さよな きどりと いう 名 をつ 

けられた くらいです。 でも、 そのうちの ひとりと して 

ふしら しい もののう たえる のどで は、 ありません でし 

た。 —— 

こづ つみ 

ところで、 ある 日、 皇帝のお てもとに、 大きな 小包 

がと どきました。 その 包のう わがき に、 「さよな きど 

りご と、 ありました。 



マ J のさい くどりに おきまして は、 すべ てが は つ きりき 

まって おります。 かならずそう なって、 かわる ことが 

ございません。 これ はこう だと、 せつめいが できます。 

なか を あけて、 どう ワルツが いれて あるか、 それが う 

た いす すんで、 歌が つぎから つぎ へ とう つ つ て 行き ま 

すぐ あい を、 人民 ども、 だれの あたまに も はいるよう 

に、 しめして みせる ことが、 できる ので ございます I 

I ご 

どうかん 

「まったく ご 同感であります ご と、 みんな はいい まし 

た。 

にちようび 

そこで、 楽師 長 は、 さっそく、 つぎの 日曜日に は、 



ひろく 人民た ちに、 ことり 拝観 を ゆるされる ようにね 

がいました。 ついでにう たもき かせる ようにと、 皇帝 

はおめ いじに なりました。 そんな わけで たれ も そのう 

た をき くこと になって、 まるでお 茶に よった ようによ 

ろ こんで しまいました。 このお 茶に ようとい うこと は 

シナ 人の くせでした。 そこで みんな、 「おおごと、 いつ 

たのち、 人 さしゅび をた かくさし 上げて、 うなずき ま 

した。 けれども、 ほんものの さよな きどり をき いた こ 

りよ-つし 

との ある、 れいの びんぼう 漁師 は、 

「なかなかい いこえで うたう し、 ふ しもにて いるが、 

どうも、 なんだか ものたりな いなご といい ました。 



ほんものの さよな きどり は、 都の 土地から も、 国 か 

らもお われて しまいました。 

ねだい きぬ 

さいく どり は、 皇帝のお 寝台ち かく、 絹の ふとんの 

上に、 すわる ことにき まりました。 この 鳥に 贈られて 

来た 黄金と 宝石が、 のこらず、 鳥の まわりに ならべ 立 

ていしつ おん よづめ かしゅち よう えいしょく 

てられました。 鳥 は、 「帝室 御 夜 詰 歌手 長」 の 栄職 を 

たまわり、 左側 第，! 仏の 高位に も のぼりました。 たい 

せつな しんぞうが、 このが わに あると いうので、 皇帝 

は、 左が わ を ことに おもんぜられました。 するとし 

ん ぞうは、 皇帝で もや はり 左が わに あると みえます ね _ 

それから、 れいの 楽師 長 は、 さい くどりに ついて、 二 



えこんで しまいました。 ところで そのため よけい、 こ 

の 鳥が みんな を よろこばせ たという わけ は、 たれ も 

いっしょ になって、 その 歌 をうた うこと がで きたから 

で、 また ほんとうに、 そのと おり やって いました。 往 

来 を あるいて いる こどもたち までが、 

「チ チチ、 クルック、 クルック、 クルック」 と、 うた 

うと、 皇帝 も それにつ いておう たいに なりました。 I 

I いや、 もう まったく うれしい ことでした。 

ところが あるばん、 さい くどりに、 せいいっぱいう 

まくうた わせて、 皇帝 はね 床の 中で それ をき いてお い 

でになる うち、 いきなり、 鳥のお なかの 中で、 ぶす つ 



しくと りかえ て、 音楽 を もとどおり はっきりき かせる 

くふうが つかない から、 せいぜい、 たいせつに あっかつ 

ていた だく 〔# 「いただく」 は 底本で は 「いたた だく」； - ほ 

か はない と、 いいました。 これ はまこと にかな しい こ 

とでした。 もう 一年に たった いちどだけ、 うたわせる 

ことにな つたので すが、 それさえ、 おおすぎる という 

のです。 でも そのと き、 楽師 長 は、 れいの 小 むずかし 

いことば ばかり ならべた、 みじかい えんぜつ をして、 

なにも、 これまでと かわった ところ はない と、 いい ま 

したが、 なるほど、 歌 は、 これまでと かわった ところ 

は、 ありませんでした。 



「ありがとう、 ありが とうご と、 皇帝 はおつ しゃい ま 

した。 「天国の ことりよ、 わたし はよ くお まえ をお ぼ 

えてい るぞ。 わたし はお まえ を、 この 国から おいだし 

てし まった が、 それでも おまえ は、 わたしの ねどこ か 

ら、 いやな つみの まぼろし を、 歌で けして くれた。 わ 

たしの しんぞうに、 とりついた 死神 を、 おいはらって 

くれた。 その ほうびに は、 なに を あげた ものであろう 

ゝ o - 

力 」 

「そのご ほうびなら、 もういた だいて おります。 わた 

くしが はじめて、 ごぜんで うたいました とき、 陛下に 

は、 なみだ をお ながしに なりました。 わたくし は、 けつ 



しょう。 —— ただこ こに ひとつお やくそくして いただ 

きたい- とが ござ いますが 。 」 

—— 「どんな ことで も ご と、 皇帝 はおつ しゃりな が 

ら、 たちあがって、 ごじ ぶんで 皇帝のお 服 をめ して、 

金の かざりで おもくな つてい る勉 を、 むねに おつけに 

なりました。 

「それで は、 この ひとつの こと を、 おやく そく、 くだ 

さい まし。 それ は、 陛下が、 なにごと でも、 はばかり 

なくお はなし 申し あげる こと リを おもちに な つてい 

らっしゃる こと を、 だれに もお もらしに ならない とい 

うこと でございます。 そういた します と、 なおさら、 
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